
書式第 12号 (法第28条関係)

令和 4年度

事 業 報 告

事 業 報 告 書

特宇非営剰活動法 人 単ボう・サポー ト・プロジェタト

1 事業の成果
当法人は、自治体の学生ボランティア派遣事業を受託し、養育困難家庭の子どもたちの元ヘボランティ

ア学生を派遣することを通して子どもの自立支援を行い、また派遣する学生に対する研修等の養成を行

っている

令和 4年度は、新型コロナウィルス感染症の影響を受けつつも、事業活動を継続することができた。コ

ロナ禍における活動の継続に際しては、感染防止対策に関する研修の実施、子ども・家庭・学生の前日の

体調確認、活動中の感染防止対策の徹底などを行った

・  総計 12人の子どもたちへ定期的な派遣を 154回 (前年度 158回 )実施することができた

・  夏の学習教室は感染対策に留意しつつも全 4回行つた。1日 に人数が 3～ 4名子どもの利用があり、
延べ 9名のボランティア学生が子どもの宿題などを手伝った

・  夏のお楽しみ会は昨年度に引き続き感染症対策のため、半日のプログラムを実施した。北沢タウンホ
ールにて、しっぽ取り、紙飛行機飛ばし大会などを行った。子ども4名、ボランティア学生 4名の参

加であった

・  冬のお楽しみ会は 12月 に実施したが、体調不良などにより当日欠席の子どもが多く出た。子どもの
出席は 3名、ボランティア学生は 4名の参加であった。羽子板づくりと羽根つき大会、福笑いなど

正月を先取りするようなプログラムを行った

・  文化的経験活動は、映画鑑賞を行った。調布市にある映画館 (シアタス調布)にて、子ども5名、ボ
ランティア学生 5名、事務局 3名で実施した。距離 0時間・内容ともに適切なプログラムであつたと

考えている

・  法人に登録をしているボランティア学生を対象とし、法人理事による必須研修を 7回、外部講師を
招いての特別研修を 1回、活動の振り返りを行う定期活動者勉強会を 2回行った。また福岡で開催

された日本子ども虐待防止学会にボランティア学生 1名 を引率して参加した。

・  研修内容は、1活動の目的や意義の説明、2子どもの発達理解、3活動の展開について、4対人援助
の演習などである。

・  学生募集活動はオンラインが中心であったが、対面授業を実施している大学では、授業担当教論のご

協力を得て、対面でのリクルー ト活動を行うことができた

o 通信「学ボラだより」(年 4回)を通じて、学生の学びや経験など会員や学生へ活動の報告を行った

2 事業の実施に関する事項
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活 動 計 算 書
[税込](単位 :円 )

【経常収益】

【受取会費】

正会員受取会費

賛助会員受取会費

【事業収益】

子どもの自立支援事業収益

学生の養成事業収益

【その他収益】

受取 利息
雑 収 益
経常収益 計

【経常費用】

【事業費】

(人件費 )

給料 手当(事業)
人件費計

(その他経費 )

諸 謝 金

支払報酬

会 議 費(事業)
旅費交通費(事業)

通信運搬費(事業)

事務用消耗品費(事業

消耗品 費(事業)
教 材 費(事業)
学生活動費(事業)

地代 家賃(事業)
保 険 料(事業)
研 修 費(事業)
支払手数料(事業)

雑   費(事業)
その他経費計

事業費 計
【管理費】

(人件費 )

給料 手当
法定福利費

人件費計

(その他経費 )

旅費交通費

通信運搬費

消耗品 費
地代 家賃
支払手数料

その他経費計

管理費 計

4,264,180

3,001,780

25,000

5.000 30,000

7,265,960

9.064

64

9.000

7,305,024

2.914.560

2,914,560

66,822

540,000

50,568

233,785

172,735

3,279

13,101

93,894

978,000

240,000

10,850

25,000

39,930

9.000

2.476.964

1,4743307

1,460,640

13.667

5,391,524

2,954

47,134

12,473

60,000

22.330

144.891

1.619。 198



活 動 計 算
[税込](単位 :円 )

経常費用 計
当期経常増減額

I経常外収益】

経常外収益 計
【経常外費用】

経常外費用 計
税引前当期正味財産増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

7.010.722

294,302

ｎ

〉

0

294.302

294,302

8.571.892

8.866.194



貸 借 対 照 表
特定非営利活動法人学ホ

゛
ラ・サホ
°
…卜・フ・ロシ・ェクト

全 薫 輩 軒

[税込](単位 :円 )
合和 五年 R日 ■1日 輝 存

《資産の部》
【流動資産 】

(現金・預金 )

現   金
普通 預金
現金・預金 計

(売上債権 )

未 収 金

売上債権 計

(その他流動資産 )

前払 費用
その他流動資産 計
流動資産合計

資産合計

81,730

7,370,896

7,452,626

1.833.560

1,833,560

150.000

150.000

9.436.186

【流動負債 】

未 払 金

預 り 金

流動負債合計

負債合計

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

《正味財産の部》

《負債の部》

9.436.186

569,992

.194

__塑曇塑基≧

477,998

91.994

569.992

8,571,892

294.302

R



財 産
特定非営利活動法人学ホ

゛
ラ・サホ
°―卜・フ
°
ロシ・ェクト

全 墓 輩 所

銀
[税込](単位 :円 )
イ半素� R仁 ■日■1日  ]眉ブ

=

【流動資産】

(現金・預金 )

現   金
普通 預金
三菱UFJ銀行

三菱WJ 寄付 0会費口座
現金・預金 計

(売上債権 )

未 収 金

売上債権 計

(その他流動資産 )

前払 費用
その他流動資産 計
流動資産合計

資産合計

【流動負債 】

未 払 金

預 り 金

給与源泉税

その他補助

流動負債合計

負債合計

正味財産

《資産の部》

81,730

7,370,896

(5,258,875)

(2.112.021)

7,452,626

1.833.560

1,833,560

150_000

150.000

《負債の部》

477,998

91,994

(24,605)

___二 鯉運整

9. 436_lR6

569,992

9,436,186

569,992

8,866.194



特定非営利活動に係る事業会計損益計
特定非営利活動法人学ホ

・ラ・サホ
°―卜・フ・ロシ

゛
ェクト [税込](単位 :円 )

【経常収益 】

【受取会費】
正会員受取会費

賛助会員受取会費

【事業収益 】

子どもの自立支援事業収益

学生の養成事業収益

【その他収益 】
受取 利息
雑 収 益
経常収益 計

【経常費用 】

【事業費 】

(人件費 )

給料 手当(事業)
人件費計

(その他経費 )

諸 謝 金

支払報酬

会 議 費(事業)
旅費交通費(事業)

通信運搬費(事業)

事務用消耗品費(事業

消耗品 費(事業)
教 材 費(事業)
学生活動費(事業)
地代 家賃(事業)
保 険 料(事業)
研 修 費(事業)
支払手数料(事業)

雑   費(事業)
その他経費計

事業費 計
【管理費 】
(人件費 )

給料 手当
法定福利費
人件費計

(その他経費 )

旅費交通費
通信運搬費
消耗品 費
地代 家賃
支払手数料
その他経費計

管理費 計

25,000

5,000

4,264,180

3,001,780

64

9,000

___と 里生墨L
2,914,560

66,822

540,000

50,568

233,785

172,735

3,279

13,101

93,894

978,000

240,000

10,850

25,000

39,930

9。 000

2,476,964

7,305,024

5,391,524

1,460,640

13.667

1,474,307

2,954

47,134

12,473

60,000

22.330

144,891

___二 塁L』L



特定非営利活動に係る事業会計損益計算書
特定非営利活動法人学ホ

゛
ラ・サホ
°―卜・フ
°
ロデェクト

仝重当所

[税込](単位 :円 )
白 ハ 釉 a生 4日 1日  事 会 和 Att R月 Rl日

経常費用 計
当期経常増減額

7.010.722

294,302

【経常外収益】
経常外収益 計
【経常外費用】
経常外費用 計
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税引前当期正味財産増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

294_302

8,866,194



書式第 18号 (法第28条関係 )

(■事彙年度において偉員であつたことがある全員の民名及び住勝ヌは層静菫
びにこれらの■について0■事彙年度における0日の有魚を●●した名簿)

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

団以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)
国各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係)

璽 役員―覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

m22年  4月

2023年 3月

1日

31日

年

年

月   日

月   日

"2年
 4月

2023年  3月

1日

31日

年

年

月

月

日

日

2022年  4月

2023年  3月

1日

31日

年

年

月

月

日

ロ

"2年
 4月

m23年  3月

1日

31日

年

年

月

月

日

日

m2年 4月

m23年  3月

1日

31日

年

年

月

月

日

日

202年 4月

m23年  3月

1日

31日

年

年

月

月

日

日

2022年 4月

2023年  3月

1日

31日

年

年

月

月

日

日

2022年 4月

2023年 3月

1日

31日

年

年

月

月

日

日

氏   名

1 □[] 日[]
タナカサ トシ

田中哲

2

3

4

5

3

7

D

9 口[ヨ
2022年

2023年

4月 1日

31日3月

年

年

月

月

日

日

10 理事・監事
年  月  日

年 月 日

年

年

月

月

日

日



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人____皇:菫ュニ菫」:L:LLL三:2ユ:2二2上__.

氏   名

1 田中哲

2 大竹智

3 森郁子

4 中村扶実子

5 小山田芽衣

6 原恵子

7 相澤京美

8 有村大士

9 鈴木博人

10 大森春樹

11

12


